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研究課題名 オレキシンによる摂食および睡眠・覚醒機構の解明

研究の概要等 オレキシンは摂食中枢とされる視床下部外側野に限局する神経細胞によって産生

される神経ペプチドである。オレキシンノックアウトマウスが過眠症の一種である

ナルコレプシー患者で見られる症状を示したことからオレキシンが摂食行動だけで

なく睡眠覚醒調節に関係していることが明らかになった。我々はオレキシン神経特

異的に外来遺伝子を発現させることが出来るプロモーターを用いて、様々なトラン

スジェニックマウスを作成した。そのうちオレキシン神経細胞特異的に緑色蛍光た

んぱく質（ ）を発現するマウスでは を指標に電気生理学的解析を行いオEGFP EGFP

レキシン神経への入力経路の同定を行う。オレキシン神経特異的に致死性遺伝子を

発現させてオレキシン神経細胞を除去したナルコレプシーモデルマウスでは各種薬

剤による治療を試みる。本研究は分子レベルの変化から個体の行動までを幅広く扱

い、オレキシンの生理的役割を明らかにすることによって、いまだほとんどわかっ

ていない、摂食行動、睡眠・覚醒調節機構の解明に寄与するものである。
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研究期間 平成１４年度～年１８度（５年間）

研究経費 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合計
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